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一般書

　その他多数入荷していますので、ぜひご利
用ください。

５月の休館日
７・１２・１９・２６・３０日

◎無縁旅人 　　香納　諒一
◎書かずにはいられない北村薫のエッセイ 

北村　　薫
◎さいごの毛布 近藤　史恵
◎フェイバリット・ワン 林　真理子
◎豆の上で眠る 湊　かなえ

◎月見草の花嫁 飯野　和好
◎ならんでるならんでる 竹下　文子
◎こどもたちへ　まどさんからの手紙 

まど　みちお
◎ノンキーとホンキーのカレーやさん 

村上　しいこ
◎ターシャの農場１２ヶ月 

ターシャ・テューダー
ＴＲＣ週刊全点案内より転載

児童書

満
願

育
て
て
、発
見
！「
ト
マ
ト
」

著
：
米
澤　

穂
信

（
新
潮
社
）

著
： 

真
木　

文
絵　

写
真
・
絵
：
石
倉　

ヒ
ロ
ユ
キ

（
福
音
館
書
店
）

人
を
殺
め
、
静
か
に
刑
期
を
終

え
た
妻
の
本
当
の
動
機
と
は

…
。
表
題
作
を
は
じ
め
、
交

番
勤
務
の
警
官
や
在
外
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
な
ど
が
遭
遇
す
る
６
つ

の
奇
妙
な
事
件
を
描
い
た
短
編

集
。

植
物
に
は
育
て
て
初
め
て
わ
か

る
「
秘
密
」
が
い
っ
ぱ
い
。
ぐ

ん
ぐ
ん
育
つ
「
ト
マ
ト
」
の
ひ

み
つ
を
、
成
長
の
様
々
な
段
階

の
細
部
が
き
ち
ん
と
分
か
る
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。

※
Ｔ
Ｒ
Ｃ
週
刊
全
点
案
内
よ
り
転
載

　

時
折
、「
本
を
借
り
る
時

に
、
お
金
は
か
か
り
ま
す

か
？
」
と
い
っ
た
質
問
が
あ

り
ま
す
。
答
え
は
「
図
書
館

の
資
料
の
利
用
は
無
料
で

す
」。
図
書
館
は
、
全
て
の

町
民
の
皆
さ
ん
が
平
等
に
利

用
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
、
無
料
公

開
の
原
則
に
立
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
一
つ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
提
供
を
通
じ
て
町
民

の
「
知
る
権
利
」
を
守
る
と

と
も
に
、
知
的
好
奇
心
を
満

た
す
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

今
年
芳
賀
町
は
、
誕
生
60
周
年
を
迎
え
ま

す
。
今
回
は
合
併
に
至
る
ま
で
の
様
子
を
探
検

し
ま
す
。

　

昭
和
28
年
９
月
、
町
村
合
併
促
進
法
が
公
布

さ
れ
、
全
国
的
に
町
村
合
併
の
気
運
が
高
ま
る

中
、
祖
母
井
町
、
南
高
根
沢
村
、
水
橋
村
の
１

町
２
村
が
合
併
し
て
、昭
和
29
年
３
月
31
日
に
、

法
律
の
制
定
か
ら
７
か
月
の
ス
ピ
ー
ド
で
芳
賀

町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
実
は
、
前
年
10
月
に
栃

木
県
町
村
合
併
促
進
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
芳

賀
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
小
貝
村
、
祖
母
井
町
、
南

高
根
沢
村
、
水
橋
村
、
清
原
村
）
で
合
併
の
青

写
真
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
清
原

村
は
宇
都
宮
市
、
小
貝
村
は
市
羽
村
と
の
合
併

を
希
望
し
た
た
め
、
１
町
２
村
で
の
協
議
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
29
年
３
月
に
入
っ
て
、
視
察
や
説
明
会

が
小
学
校
単
位
で
行
わ
れ
、
３
月
11
日
に
は
町

村
合
併
促
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
新
町
名
、

議
員
の
任
期
定
数
、
新
町
建
設
計
画
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
３
月
15
日
に
は
祖
母
井

町
、
南
高
根
沢
村
、
水
橋
村
の
議
会
が
同
時
に

開
か
れ
、
出
席
議
員
の
全
員
賛
成
で
合
併
が
議

決
さ
れ
て
、
３
月
30
日
に
各
町
村
一
斉
に
廃
町

村
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
月
31
日

に
新
生
芳
賀
町
が
誕
生
し
、
翌
日
の
４
月
１
日

に
は
祖
母
井
町
役
場
で
開
庁
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
合
併
に
携
わ
っ
た
当
時
の
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
、
並
々
な
ら
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
英
断
に

感
服
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
町
名
が
「
芳
賀
町
」
と
決
定
し

た
の
は
３
月
14
日
に
行
わ
れ
た
合
併
協
議
会

で
、
芳
賀
郡
の
中
心
た
ら
ん
と
の
考
え
か
ら
で

す
。ほ
か
に「
千
才
町
」「
三
和
町
」「
五
行
町
」「
三

穂
町
」
な
ど
が
町
名
の
候
補
に
上
げ
ら
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
60
周
年
を
記
念
し
て
、
広
報
は
が
や

芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
当
時
か
ら
現
在
を
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。
お
楽
し
み

に
。

▲芳賀町誕生記念祝賀式

図
書
館
は
無
料
で
す

南高根沢村
（人口6,757人）

祖母井町
（人口7,146人）

水橋村
（人口6,774人）

（注）人口・戸数は昭和25年国勢調査による。

人口／20,677人
戸数／3,392戸
面積／70.30㎞

合併当時の芳賀町の規模
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●
身
近
な
出
来
事
や
町
に
関
す
る
要
望
・
意
見

川
柳

旨う
ま

い
寿
し
今
日
も
元
気
だ
鱗

う
ろ
こ

雲

小
林　

正
孝
（
祖
母
井
）

嘘
だ
っ
て
上
手
く
使
え
ば
人
助
け

長
谷
川　

忠
（
八
ツ
木
）

節
分
は
屋
外
ど
こ
も
鬼
ば
か
り

稲
川　
　

章
（
与　

能
）

幾
度
の
失
敗
の
山
自
信
つ
き

幼
な
よ
り
共
に
学
び
し
逝い

き
し
友
を

ひ
と
り
偲し

の

び
て
彼
岸
に
入
り
ぬ

丸
山　

芳
江　
（
祖
母
井
）

凍
て
土
に
玉
葱
の
苗
そ
れ
ぞ
れ
に

甘
く
香
り
て
春
肥
待
ち
を
り

栁　
　

慶
子　
（
与　

能
）

連
日
の
寒
さ
に
耐
え
て
福
寿
草

色
鮮
や
か
に
誇
ら
し
く
咲
く

山
本　

妙
子　
（
上
延
生
）

田
の
泥
を
か
ぶ
り
て
鳴
き
ぬ
蛙
か
な

赤
羽　

敬
司
（
芳
志
戸
）

ゆ
る
や
か
に
又
ゆ
る
や
か
に
春
の
雪

板
橋　

晴
子
（
西
水
沼
）

俳
句

短
歌

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
歌
は
「
春
よ
来
い
」

枯
草
ば
か
り
の
雨
水
の
朝
を

佐
山
美
代
子（
下
高
根
沢
）

黄
水
仙
数
へ
る
ご
と
に
一
輪
ふ
ゆ

河
上　

洋
子
（
祖
母
井
）

風
薫
る
筑
波
で
買
へ
る
宇
宙
食

福
武　

幸
子
（
下
延
生
）

駿
河　

富
夫
（
稲
毛
田
）

▼

高
松
イ
ク
さ
ん
（
下
高
根
沢
）

小
林
操
さ
ん
（
下
高
根
沢
）
か
ら
の
投
稿

　

芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し
て
い
る
「
み
ん
な
の
民
話
」

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
民
話
は
ふ
る
さ
と
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
放
送
も
楽
し
み
で
す
。

出
演
し
て
い
る
民
話
の
会
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
５
月
か
ら
新
作
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

小
玉
洋
子
さ
ん
（
祖
母
井
）
か
ら
の
投
稿

　

10
月
か
ら
町
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
運
動
教
室
に
通
っ
て
い
ま

す
。
や
さ
し
く
教
え
て
く
だ
さ
り
私
も
楽
し
く
身
体
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
日
１
万
歩
を
歩
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

▼
交
通
事
故
に
気
を
付
け
て
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ル
が
き
た
さ
ん
か
ら
の
投
稿

　

戦
時
中
の
貴
重
な
体
験
や
、
戦
後
の
思
い
出
に
残
る
体

験
な
ど
を
、
高
齢
者
か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー

を
、
写
真
付
き
で
設
け
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

▼
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
併
せ
て
情
報
を
収
集
し
、
番
組

や
紙
面
が
で
き
る
か
ど
う
か
調
整
し
ま
す
。

★
「
あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て
ね
！
」
コ
ー
ナ
ー
の
封
筒

は
４
月
号
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
ご
意
見
ご
感
想
、

イ
ラ
ス
ト
は
、
は
が
き
や
封
書
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

図
書
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

★
「
あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て
ね
！
」
コ
ー
ナ
ー
投
稿
者

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分
）
当
選
者
（
平

成
26
年
３
月
号
広
報
は
が
）

・
小
林　

操
さ
ん　

・
鈴
木　

モ
コ
さ
ん

・
戸
祭　

裕
子
さ
ん

▼
鈴
木
モ
コ
さ
ん
（
西
高
橋
）
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